
「平成27年度中小企業振興施策実施状況報告」に寄せられた 

ご意見の概要と本市の考え方

意見の概要 市の考え方 

1 

【モノづくりワンストップ事業】 

指標①について、商工会議所等と連携

し、企業情報を共有すればよいのでは。 

指標②について、受注拡大などの経済的

効果を加えてはどうか？ 

毎月１回、東大阪市内のコーディネーターや支援機関が

集まり意見交換をする場がありますが、今後は、商工会

議所との連携を強め、きめ細やかな支援をできるよう努め

てまいります。 

受注拡大については、市内企業だけでなく、大阪市内等

の周辺自治体で発注元となりそうな企業に対しても、東大

阪市内の企業をアピールしていくことにより、受注の増加

を目指すとともに、市内企業に対しては、これまでより更

に企業訪問をし、市としての企業データベースの充実化を

図ってまいります。 

2 

【東大阪技術交流プラザ事業】 

指標②について、自社のホームページが

ない市内企業にとって、同事業が果たす

役割は大きい。登録企業増加を目指して

ほしい。 

技術交流プラザについては、平成２９年３月のリニューア

ルを予定しており、その中で登録企業数の増加を１つの

目標とし進めてまいります。 

とりわけ現行の課題の１つとして、申込みまではするが、

実際の登録作業は行わない企業が多いことより、リニュー

アル時には、いかに簡単に登録できるかを意識し、登録

率（登録者数／申込者数）の改善を目指してまいります。 

あわせて、技術交流プラザの魅力やメリットを積極的に周

知し、小規模企業を中心に登録企業の増加を図ってまい

ります。 
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